
●チャンネルスイッチ
　操作する器具のチャンネル
　(CH1orCH2)を設定します。

障害物のない見通しの
よい空間で約10m
(正面)

（水平方向）リモコン

調光器

10m

5m5m
50°50°
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各部の名称

・調光器の受信部に強い光が入りますとリモコン操作ができない場合があります。
・リモコンは、方向や、壁紙、カーテンにより感度が多少異なる場合があります。特に、窓ガラスのあ
る部屋でご使用になる場合は、受信部が壁側を向くように取付けてください。
・壁スイッチが、OFFの状態では、リモコンで照明器具を操作することができません。必ず壁スイッチ
をONの状態でご使用ください。
・リモコンで照明器具を消灯状態にした場合、停電により、照明器具が点灯することがあります。故障
ではありません。
・リモコンを落としたり、強いショックを与えないでください。故障の原因となります。
・リモコンに重いものをのせたり、踏んだりしないでください。故障の原因となります。
・リモコン内部に、水など液体が、こぼれないように注意してください。故障の原因となります。
・直射日光の当たるところや、暖房器のそばなど温度の上がるところや、湿度の高いところにはおかな
いでください。故障の原因となります。
・調光器とリモコンの間に遮へい物がありますと、動作しない場合がありますので、その際には遮へい
物を避けて操作してください。
・送信部・受信部が汚れますと、動作しにくくなりますので、柔らかい布で拭いてください。
・調光器の近くでインバータ器具を併用する場合、誤動作することがありますので、ご注意ください。
・本取扱説明書の他に、取扱説明書が同梱されている場合は、そちらも必ずお読みください。
・長時間お使いにならないときは必ず壁スイッチを切って節電に心がけてください。（リモコンで消灯
した場合でもわずかな電流が流れて約1Wの電力を消費します。）

　●　故障とお考えの前に、下記の項目をチェックしてみてください。

故障かなと思ったら

使用上の注意
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調光器用リモコンの取り扱いについて 1016

照明器具が暗い。

リモコンを操作しても点
灯しない。

調光が暗く設定されている。

壁スイッチがOFFになっている。
チャンネルスイッチが調光器のチ
ャンネルと異なっている。

照明器具が点灯しているときは、｢明るく｣ボタンを
押して、調光を明るく設定してください。

チャンネルスイッチを調光器のチャンネルに合わせ
てください。

壁スイッチをONにしてください。

リモコンの電池が消耗している。 新しい電池と交換してください。

現　象 考えられる原因 処　置　方　法

操作のしかた

●同梱の電池は、照明器具本体を取付けた際の動作確認用電池です。

●右図を参考に必ずリモコンを調光器に向けて操作してください。

●リモコン操作できる距離が短くなってきたら、新しい電池に交換してください。

裏面のフタのツメを手前
に引き上げてはずす。

1. 電池(単四2個)を正しく
図のように入れる。

2. カチッと音がするまで
フタを押し込む。

3.

●電池の誤った使い方をしますと｢液もれ｣や｢破裂｣する危険がありますので次のことにご注意ください。
⑴電池のプラス＋とマイナス－の向きを正しく入れてください。
⑵新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでください。
⑶電池には同じ形状でも特性の異なるものがありますので、種類の違う電池を混ぜて使用しないでく
ださい。
⑷電池を加熱、分解、ショートしたり、火の中に投入しないでください。
⑸長時間ご使用にならない時は、電池の｢液もれ｣が原因で故障になる場合がありますので、電池を取
り出してください。

電池交換方法

暗く

明るく

ON OFF

おやすみ
タイマー

メモリー

●ONボタン
消灯前の状態で
点灯します。

●おやすみタイマーボタン
30分後または60分後に
消灯します。
ボタンを押すと「ピッ」
と音がして30分後消灯、
もう一度押すと「ピピッ」
と音がして60分後消灯、
もう一度押すと「ピーッ」
と音がしてタイマー解除
されます。

●メモリーボタン
明るさを記憶、再生します。
ボタンを押すと「ピッ」と
音がして記憶した明るさで
点灯します。
ボタンを長押しすると
「ピーピッ」と音がして
明るさを記憶します。

●OFFボタン
消灯します。

●調光ボタン(明るく･暗く)
明るさを設定します。
ボタンを押すと「ピッ」
と音がして、押し続ける
と少しずつ明るさが変わ
ります。
上限または下限になると
「ピピピッ」と音がします。
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メモリー

おやすみタイマー

ON
OFF

明るく

暗く

取付方法

押すごとに切り替わります。
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１. 照明を点灯、消灯させる

２. 明るさを設定する

●送信部を調光器に向け、 ｢ON｣  ｢OFF｣  ｢明るく｣  ｢暗く｣  ｢メモリー｣  ｢おやすみタイマー｣ のボタ
ンを押してください。

●｢明るく｣または｢暗く｣ボタンを押すと、明るさを100%～約1%に設定することができます。

●｢明るく｣または｢暗く｣ボタンを押すと“ピッ”と音がします。
　押し続けると少しずつ明るさが変わります。上限または下限になると“ピピッ”と音がし、それ以上
明るさは変わりません。

※おやすみタイマー中に｢ON｣、｢OFF｣ボタンを押しても“ピー”と音がしてタイマーが解除されま
す。

3. 明るさを記憶、再生する

●｢メモリー｣ボタンを押すと“ピッ”と音がし、記憶した明るさを再生し、点灯します。

４. おやすみタイマーを設定する
●｢おやすみタイマー｣ボタンを押すと、30分後、または60分後に消灯します。
　リモコンを調光器に向けて、｢おやすみタイマー｣ボタンを押してください。

５. 操作音について

●｢メモリー｣ボタンを長押しすると“ピーピッ”と音がして明るさを記憶します。

ONボタン
OFFボタン
明るく/暗くボタン
メモリーボタン
おやすみタイマーボタン

：消灯前の状態で点灯します。
：消灯します。
：明るさを設定します。
：明るさを記憶、再生します。
：30分後または60分後に消灯します。

操　作　方　法

30分タイマー
“ピッ”と音がします

60分タイマー
“ピピッ”と音がします

タイマー解除※
“ピー”と音がします

●リモコンをなくさないように、同梱されているリモコンホルダーは付属
の木ネジで確実に固定してください。
※ただし、リモコンホルダーにリモコンを入れたまま、壁スイッチ代わり
としてご使用になる場合は、固定する前にその取付位置で調光器が動作
することを必ず確認してから、リモコンホルダーを壁面の補強材のある
位置に固定してください。

●操作音のあり、なしの設定は調光器本体で行います。詳細は調光器の取扱説明書をご参照ください。

●操作音は、調光器本体からします。

リモコンホルダー
木ネジ

チャンネル設定

●リモコンのチャンネル設定方法
　リモコンのチャンネルスイッチをご希望のチャンネルに合わせることで、それぞれの調光器を操作
することができます。

(注意)
・リモコンと調光器のチャンネルが異なる場合は動作しません。
・出荷時は｢CH1｣に設定しています。

●チャンネルスイッチ…1つのリモコンで2台の調光器を別々に操作する場合
　調光器のチャンネルに合わせてリモコンのスイッチを切り替えることで、1つのリモコンで2台の調
光器を操作することができます。

チャンネルスイッチ

CH1側

CH2側

＜チャンネル切替＞

｢ON｣ ｢OFF｣ ピッ
機能 操作音あり

ー
｢明るく｣ ｢暗く｣ ピッ ー
明るさの上下限 ピピピッ ー
メモリーの再生 ピッ ー
メモリーの記憶 ピーピッ ピーピッ
30分タイマー ピッ ピッ
60分タイマー ピピッ ピピッ
タイマー解除 ピー ピー

操作音なし
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メモリー

おやすみタイマー

ON
OFF

明るく

暗く

取付方法

押すごとに切り替わります。
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ンを押してください。

●｢明るく｣または｢暗く｣ボタンを押すと、明るさを100%～約1%に設定することができます。
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　リモコンを調光器に向けて、｢おやすみタイマー｣ボタンを押してください。
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●｢メモリー｣ボタンを長押しすると“ピーピッ”と音がして明るさを記憶します。

ONボタン
OFFボタン
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メモリーボタン
おやすみタイマーボタン

：消灯前の状態で点灯します。
：消灯します。
：明るさを設定します。
：明るさを記憶、再生します。
：30分後または60分後に消灯します。

操　作　方　法

30分タイマー
“ピッ”と音がします

60分タイマー
“ピピッ”と音がします

タイマー解除※
“ピー”と音がします

●リモコンをなくさないように、同梱されているリモコンホルダーは付属
の木ネジで確実に固定してください。
※ただし、リモコンホルダーにリモコンを入れたまま、壁スイッチ代わり
としてご使用になる場合は、固定する前にその取付位置で調光器が動作
することを必ず確認してから、リモコンホルダーを壁面の補強材のある
位置に固定してください。

●操作音のあり、なしの設定は調光器本体で行います。詳細は調光器の取扱説明書をご参照ください。

●操作音は、調光器本体からします。

リモコンホルダー
木ネジ

チャンネル設定

●リモコンのチャンネル設定方法
　リモコンのチャンネルスイッチをご希望のチャンネルに合わせることで、それぞれの調光器を操作
することができます。

(注意)
・リモコンと調光器のチャンネルが異なる場合は動作しません。
・出荷時は｢CH1｣に設定しています。

●チャンネルスイッチ…1つのリモコンで2台の調光器を別々に操作する場合
　調光器のチャンネルに合わせてリモコンのスイッチを切り替えることで、1つのリモコンで2台の調
光器を操作することができます。

チャンネルスイッチ

CH1側

CH2側

＜チャンネル切替＞

｢ON｣ ｢OFF｣ ピッ
機能 操作音あり

ー
｢明るく｣ ｢暗く｣ ピッ ー
明るさの上下限 ピピピッ ー
メモリーの再生 ピッ ー
メモリーの記憶 ピーピッ ピーピッ
30分タイマー ピッ ピッ
60分タイマー ピピッ ピピッ
タイマー解除 ピー ピー

操作音なし
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照明器具が暗い。

リモコンを操作しても点
灯しない。

調光が暗く設定されている。

壁スイッチがOFFになっている。
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照明器具が点灯しているときは、｢明るく｣ボタンを
押して、調光を明るく設定してください。
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てください。

壁スイッチをONにしてください。

リモコンの電池が消耗している。 新しい電池と交換してください。
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操作のしかた

●同梱の電池は、照明器具本体を取付けた際の動作確認用電池です。

●右図を参考に必ずリモコンを調光器に向けて操作してください。

●リモコン操作できる距離が短くなってきたら、新しい電池に交換してください。

裏面のフタのツメを手前
に引き上げてはずす。

1. 電池(単四2個)を正しく
図のように入れる。

2. カチッと音がするまで
フタを押し込む。

3.

●電池の誤った使い方をしますと｢液もれ｣や｢破裂｣する危険がありますので次のことにご注意ください。
⑴電池のプラス＋とマイナス－の向きを正しく入れてください。
⑵新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでください。
⑶電池には同じ形状でも特性の異なるものがありますので、種類の違う電池を混ぜて使用しないでく
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り出してください。

電池交換方法

暗く

明るく
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●ONボタン
消灯前の状態で
点灯します。

●おやすみタイマーボタン
30分後または60分後に
消灯します。
ボタンを押すと「ピッ」
と音がして30分後消灯、
もう一度押すと「ピピッ」
と音がして60分後消灯、
もう一度押すと「ピーッ」
と音がしてタイマー解除
されます。

●メモリーボタン
明るさを記憶、再生します。
ボタンを押すと「ピッ」と
音がして記憶した明るさで
点灯します。
ボタンを長押しすると
「ピーピッ」と音がして
明るさを記憶します。

●OFFボタン
消灯します。

●調光ボタン(明るく･暗く)
明るさを設定します。
ボタンを押すと「ピッ」
と音がして、押し続ける
と少しずつ明るさが変わ
ります。
上限または下限になると
「ピピピッ」と音がします。
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